
 

 

   

紅葉に続き、イルミネーションの輝きが心を弾ませてくれる季節がやってきました。今年も生徒会のみなさんが装

飾したイルミネーションが記念館前を綺麗に彩っています。また、所沢市のところざわサクラタウンや飯能市のムー

ミンバレーパークなどでもイルミネーションが楽しめるようです。気温が下がってきましたが、寒さを忘れるような

幻想的な景色と出会いに出かけるのもいいですね。さて、図書館は 12 月５日（火）から蔵書点検のため閉館となり

ます。その前にたくさん本を借りにきてください。長期貸出が始まっているのでゆっくり読むことができます。 
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📖 司書の今月はこの本読みました 

 

新着コーナーの気になる本 

 
913.6-ｲ 『777 トリプルセブン』 

伊坂 幸太郎 || 著  KADOKAWA 

 裏社会で殺し屋として働く七尾はとにかく運が悪い。ど

んなに簡単な依頼も彼が関わると、そこは修羅場となる。

今回もホテルの 1 室へ荷物を届けるだけの任務のはずが、

次から次へと予期せぬトラブルに巻き込まれ、ホテル内は

同業者で溢れてしまう。七尾は無事生き残れるのか。 

913.6-ｶ 『ラザロの迷宮』 

神永 学 || 著  新潮社 

 刑事の紗和が警察署内に血塗れで現れた記憶喪失の男の

捜査を進める一方で、ミステリ作家の月島は謎解きイベン

トで本物の殺人事件に巻き込まれる。謎多き２つの事件が

複雑に絡み合い、張り巡らせられた様々な仕掛けがミステ

リ好きをうならせる１冊。最後の最後まで気が抜けない。 

寒い冬にはほっこりできる本を 

新着コーナーの気になる本 

 

 県内最大の図書館イベントである「図書館と県民のつ

どい埼玉 2023」が今年も 12 月 10 日（日）に桶川市

民ホール・さいたま文学館で開催されます。作家 中島

京子さんの記念講演をはじめ、中学生によるビブリオバ

トル決勝戦、体験もできる図書館展示など 

図書館や本への興味を深められる企画がた 

くさん用意されています。詳細はこちら→ 

ミステリとフレンチを楽しめるシリーズに新刊が出ました。『間の悪いスフレ』近藤 史恵 || 著（913.6-ｺ-4 

東京創元社）、4 作目の今回も小さなフレンチレストラン「ビストロ・パ・マル」には様々な謎が舞い込みます。一

人分の料理をテイクアウトしていく男子中学生、母の味と再会した兄弟、プロポーズの返事を保留した女性など、

パ・マルを訪れるお客さんたちの心のつかえを三舟シェフが鋭く見抜き、絶品料理とともに晴れやかに解決していき

ます。1 作目からずっと変わらずどの料理もおいしそうでその味を想像するのも楽しみの一つです。【今井】 

 

 

913.6-ﾅ 『夢見る帝国図書館』  

中島 京子 || 著  文藝春秋 

 もし図書館に心があったら、日本初の図書館は自身に

待ち受けた様々な出来事をどう感じ、歴史を歩んできた

のだろう。喜和子さんは図書館を主人公に物語を書きた

いという思いを私へと託した。図書館と喜和子さん、2

人の主人公の物語が上野を舞台に紡がれていく。 

B914-ｵ『針と糸』 

小川 糸 || 著  毎日新聞出版 

 小説家 小川糸さんのエッセイ集。ベルリンでの暮ら

し、確執を抱えてきた母への思い、愛犬や我が家の味な

ど、日常の中で感じたことが穏やかに綴られています。中

心となるのはベルリンでの暮らし。日本との違いを新鮮に

感じたり、おいしそうな話にお腹が鳴ったりする１冊。 

 

 

913.6-ﾑ 『コンビニたそがれ堂』  

村山 早紀 || 著  ポプラ社 

 おでんのいい匂いが包む「たそがれ堂」という名の不思

議なコンビニには、なんでも揃っている。そこを訪れるの

は大切な探し物がある人たち。子どもから大人、そして時

には動物もたそがれ堂で探し物を見つけ、心のわだかまり

を解いていく。大切な人との絆が優しく描かれた物語。 

昨年のビブリオバトル チャンプ本はこの本！ 

913.6-ﾊ 『奇譚（きたん）ルーム』  

はやみね かおる || 著  しきみ || 画 朝日新聞出版 

 SNS の仮想空間「奇譚ルーム」に招待されたぼくを

含めた 10 人のゲスト。全員で奇譚（不思議な話）を語

り合うはずが、ルーム内は殺人者によって支配されてし

まう。誰もその正体を暴けないまま、1 人また 1 人と

命を奪われる。マーダラーの真の目的は何なのか。 

913.6-ﾅ 『長いお別れ』  

中島 京子 || 著  文藝春秋 

 認知症と診断された東昇平と家族の物語。遊園地に迷

い込んだり、旧友との会話がかみ合わなかったり、入れ

歯をいくつもなくしたり、章を追うごとに症状は進み、

妻と娘の苦労や戸惑いも大きくなるが、重いテーマをユ

ーモアある文体で描き、家族の温かみを伝えてくれる。 

マーダラー 

https://www.sailib.net/tudoi2023/

